
業 務 説 明 資 料 

 

１ 件名  

横浜市市庁舎植栽育成業務委託 

 

２ 履行期限 

令和２年４月１日から令和３年３月 31 日まで （令和２年度） 

※当該業務は令和２年度から令和４年度の予定です。令和２年度の業務に特段の支障がない場合

は令和３年度の業務を本プロポーザルの受託者に随意契約する予定です。令和４年度において

も同様とします。 

 

３ 履行場所 

横浜市市庁舎（中区本町６丁目 50 番地 10） 

 

４ 業務目的 

  横浜市は「花と緑にあふれる環境先進都市」を目指し、「ガーデンシティ横浜」を推進しています。

またガーデンシティ横浜のリーディングプロジェクトである「ガーデンネックレス横浜」では山下

公園をはじめとするみなとエリアや里山ガーデン、市内各所で春の花々で色鮮やかに彩られます。 

  以上の本市の取組をふまえ、横浜市市庁舎植栽は横浜市の掲げる「花と緑にあふれる環境先進都

市」のモデルとなり、ガーデンシティ横浜を体現する場となることを目指します。 

横浜市市庁舎植栽は地上部植栽、壁面緑化、屋上緑化で構成されており各エリアの特徴を十分に

理解した上で優れた技術力を発揮し、育成管理を行うことが必要です。 

バラや草花、芝生、樹木、壁面緑化等の生長を見据えた長期的な視野で育成管理を行い、花と緑

による魅力創出の取組を進めるとともに、横浜市の顔となる美しい植栽に育成していくことを目指

します。 

 

５ 業務概要 

（１） 横浜市市庁舎植栽概要 

ア 所在地    中区本町６丁目 50 番地 10 

イ 敷地面積   13,142 ㎡ 

ウ 今回業務範囲 別添図面参照（令和元年 11 月時点） 

 

（２） 主な業務内容（詳細は参考資料による） 

  ア 地上部植栽 

（ア）植栽の概要  

バラの多様な品種と草花や低木との混植による空間的、色彩的、時間的演出により四

季の景観的変化をデザインしています。これらのバラを中心としたフラワーランドス

ケープは東西南北の４つのゾーンから形成し、それぞれの立地的、空間的特徴を考慮し

てデザインされています。植物の組み合わせは開花時期が一年を通してリレーするよう

に計画し、テーマフラワーを設定することで四季の変化を印象づけています。 

テーマフラワーは早春のチューリップ、初夏のバラ、秋のコスモス類とし、テーマフ

ラワーが大きなボリュームで咲くように全体を構成します。 

 

 



（イ）数量関係 

・株立バラ育成 ５３種 ８３０本程度 

     ・つるバラ育成 １５種 ９０本程度 

・多年草等育成 約１３０種 １３０００株程度 

・芝刈育成 約３８０㎡  

・植替草花 ４，０００株程度／回 ３回以上／年 

・球根植付 ８，０００球程度／回 １回／年 

・除草   約７００㎡／回 ６回程度／年 

     ・中低木刈込 約１１０㎡ ２回程度／年 

     ・樹木剪定 約６０本 

     ・補植 適宜 

     ・その他 

イ 壁面緑化 

（ア） 植栽の概要  

 ３F、４F、室外機置場（４～５F 間）、８F、９F にテイカカズラの壁面緑化が設置され

ています。この壁面緑化は脚立に上って外部から管理する構造となっているため、はしご

の補助員を配置し、作業員は必ず安全帯を使用するなど安全に十分配慮する必要がありま

す。また高所での作業となるため落下物についても十分に注意して作業を行うことが必要

です。 

 また、壁面緑化の灌水は自動潅水装置により行うため、季節ごとの日射状況や風の当り

方を観察しつつ、最適な灌水設定を調整することが必要です。 

（イ） 数量関係 

・壁面緑化育成 約２４０㎡ 剪定２回程度／年ほか 

・床置プランター育成 約７０㎡ 剪定２回程度／年ほか 

ウ 屋上緑化 

（ア） 植栽の概要 

３F、５F、９Fに中低木及び芝生の壁面緑化が設置されています。 

高所での作業となるため落下物についても十分に注意して作業を行うことが必要です。 

 また、屋上の灌水は自動潅水装置により行うため、季節ごとの日射状況や風の当り方を

観察しつつ、最適な灌水設定を調整することが必要です。 

（イ） 数量関係 

   ・中低木刈込 約７０㎡ ２回程度／年 

・除草  約５０㎡／回 ３回程度／年 

・芝刈育成 約１８０㎡ 

・樹木剪定 約４０本  

 

６ 本業務の特徴 

横浜市市庁舎植栽はバラや一年草・多年草、球根類が多種多様に混植された植栽形態となってい

ます。そのため、植物に対する知識と育成管理の技術がきわめて重要となります。一年草花等の植

替えによる、季節ごとの演出には高いデザイン性が求められ、個々の植物が健全であるのみならず

全体に美しく調和した植栽とする必要があります。 

また壁面緑化、屋上緑化の管理を適正に行う必要があり、それぞれに高い専門知識と技術が求め

られます。 

本業務において、通常の公園緑地維持業務委託と大きく異なる点、求められる点は下記の３つで

す。 



（１）変化するフラワーランドスケープへの対応力 

各植物は生長速度が異なり、植物の生長に合わせてフラワーランドスケープも変化します。多

様な組み合わせにより四季を通じて、また年を追うごとに充実したフラワーランドスケープとな

ることを目指します。バラは充実するのに３年、多年草は２年程度の時間が必要です。そのため

に、当初は１年草を主体としたフラワーランドスケープを展開し、徐々に多年草、バラを中心と

したフラワーランドスケープへ変化していきます。植物の生長に合わせて適切な管理を行ない、

丈夫なバラ、多年草を中心とした植栽を構成することで安定して質の高い景観を維持することを

求めます。 

これらの四季や年を追うごとに変化していくフラワーランドスケープに対応してくために植え

替える花苗の種類、色彩など、魅力的な提案を求めます。また、当初に植えられた植物がその場

所に合わない場合も考えられます。その場合の代替植物についての提案も適宜求めます。 

またそれぞれの植物の生育状況や管理方法について記録をとりレポート化することで、今後の

維持管理へ活用していくことを求めます。 

＜求められる対応力・知識・提案＞ 

・フラワーランドスケープの変化に柔軟に対応できる対応力 

  ・植替える植物材料についての知識 

  ・植替え植物のデザイン提案 

  ・植物の生育状況や管理方法の記録に基づいた今後の維持管理への提案 

 

（２）高度な技術力 

     今回の業務範囲に植栽されているバラは約７０種、約９２０株、中低木・多年草は約１４０種、

約１４，０００株と極めて多種多様であり、各種植物の特性を十分に理解して、植物の生育状況

を見極めながら、時期に応じた育成作業を行わなければなりません。竣工後植え付けてまもない

植物を３か年通して長い目で育成計画を立て、実施する実行力が求められます。 

健全な育成を促すのみならず、見頃の時期を見据え、全体が調和するよう各種植物の数量、大

きさを調整することも必要です。これには豊富な経験に基づいた技術が必要です。 

加えて、減農薬により、バラとその他の植物の混植を育成していく方針です。これらの理由に

より、豊富な経験や高度な技術力に基づく意欲的な提案を求めるものです。 

また壁面緑化、屋上緑化の管理を適正に行う必要があり、それぞれに高い専門知識と技術が求

められます。 

現場責任者、作業員一人ひとりの技術力も重要ですが、上記を踏まえて全体を指導できる経験

豊富な優れた技術者、各分野もしくは各班のリーダーとなる技術者等の配置または協力が不可欠

と考えます。 

＜求められる技術・体制＞ 

・多様なバラの育成技術 

・多種な樹木、多年草の育成技術 

・壁面緑化、屋上緑化の育成技術 

・植栽全体を総合的に美しく育成する技術 

・減農薬で育成する技術 

・技術者等の配置または協力 

 

 

 

 

 



（３）来庁者への配慮や安全対策、工程計画と動員体制 

     多くの来庁者が訪れることから常に人の目を意識し安全対策、作業の質はもちろんのこと、作

業マナー、言動にも十分注意することが求められます。特に下記の事項については特別の配慮が

必要です。 

・来庁者からの植栽等に関する問い合わせに適切に対応すること。 

・薬剤散布を行う場合には来庁者に影響のない時間帯や方法をとること。 

・壁面緑化や屋上緑化等の高所での作業では落下物等に十分注意して作業を行うこと。 

・騒音が発生する作業は周囲への影響を意識し、実施方法や実施する時間帯に配慮すること。 

・日常的に来庁者が訪れることから常に植栽を綺麗な状態に保ちつつ、ガーデンネックレス期間

や花の見頃の時期は重点的に管理を行うこと。 

・台風等災害対応が必要な場合には事前・事後の措置を速やかに行い来庁者の安全と植物への被

害を最小限に留めること。 

・市庁舎でのイベントの開催時等に合わせて作業工程の調整が求められた場合には柔軟に対応す

ること。 

     以上をふまえた安全対策と工程計画、動員体制が求められます。 

    また、各分野もしくは各班のリーダーとなる技術者等を統率する優れた経験豊富な現場責任者の

配置が不可欠と考えます。 

＜求められる配慮・計画・体制＞ 

・植栽等の問い合わせに対する対応や作業時のマナー 

 ・来庁者に配慮した安全対策及び工程計画と動員体制 

 ・ガーデンネックレス期間や花の見頃に合わせた動員体制 

・台風等災害時に速やかに対応する動員体制 

・市庁舎でのイベントの開催時等により作業工程の調整が求められた際の対応力 

    ・経験豊富な現場責任者の配置 

 

７ 成果品 

（１） 本業務完了時の提出資料として、下記のとおり報告書を特記仕様書及び公園緑地等維持業務 

共通仕様書に基づき、履行期限までに納入すること。 

・季節変化に応じた全体デザイン案に関する資料 

・長期的視点（３年程度）でみた植栽の育成計画案に関する資料 

・現場作業の記録及び技術的内容に関する資料 

・出来高数量表、業務日誌、記録写真など通常の維持管理で提出する資料 

・その他監督員との協議により必要と求めたもの 

（２） 成果品はすべて横浜市に帰属することとします。 

 

８ その他 

（１）フラワーランドスケープ・デザイナー等の専門家による監修を６か月に１回程度受けながら

業務を進めること。 

（２）業務の履行にあたっては季節変化に応じた各対象地の全体デザイン案の資料を作成し、担当

職員と協議を行いながら進めること。 

（３）各対象地において目標の景観像を設定し、長期的視点（３年程度）でみた植栽の育成計画案

を作成したうえで業務を進めること。 

（４）本対象地の施設管理者は横浜市総務局となるため、本業務の履行にあたっては各施設管理者

に必要な手続きをとり、業務を履行すること。 

 



（５）使用する花苗については、別紙花苗リスト表から選択すること。花苗リスト表に記載されて

いない品種の使用を希望する場合は、監督員と協議すること。 

（６）業務上知り得た情報及び成果物について、委託者の了承を得ずにこれを使用、第三者への提

供又は公表をしてはならない。 

（７）この仕様に定めのない事項、又は疑義が生じた場合の解釈については、両者協議の上、監督

員の指示に従うこと。 

（８）春、夏、秋頃、横浜市が定めた「花壇等評価表」を用いて、現場の仕上がり具合と今後の改

善内容を確認すること。 

（９）６か月に 1回程度、横浜市が定めた「提案内容実施評価表」を用いて、提案書の内容の達成

度を確認すること。 
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